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日時 対象        参加者         チェックシート枚数 
8/21 百舌鳥古墳群（１） 赤木・岩朝・神﨑・我妻 35 枚 
9/13 百舌鳥古墳群（２） 赤木・岩朝       19 枚 
様式６ 
申請先学部  文学部 採択番号 No.    
9/13 佐紀古墳群     神﨑・我妻       12 枚 
9/15 古市古墳群（１）  岩朝・我妻       15 枚 
9/16 姫路城       神﨑・我妻       20 枚 
9/17 古市古墳群（２）  赤木・岩朝       11 枚 
9/19 石見銀山      赤木・岩朝・神﨑・我妻 17 枚 
9/20 出雲市周辺遺跡   赤木・岩朝・神﨑・我妻 2 枚 
9/22 百舌鳥古墳群（３） 岩朝・神﨑       4 枚 












































 ②-1 古市古墳群の解説看板（羽曳野市）は、約 3 種を確認した。主要な古墳につき 1 枚以上の設置




 ②-2 古市古墳群の解説看板（藤井寺市）は、約 2 種を確認した。主要な古墳 1 基につき 1 枚の設置
が認められた。12 枚中 11 枚が藤井寺市の統一規格によるもので、羽曳野市規格のものと比較してよ
り細部まで規格化されている。古いものについては基本的に 2016 年の藤井寺市規格の遺跡解説看板
を設置する際に一新されたと考えられるが、例外として 1 枚のみ 2014 年度の別形態の解説看板が残
存していることを確認した。 










 ⑤石見銀山・出雲市周辺遺跡の解説看板は、約 18 種を確認した。概ね住居跡・工房跡・間歩（採掘
坑）等の遺構に対して 1 基以上の設置が認められた。設置年度については無記載の場合が多かったが、
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本研究では、多様な遺跡の多様な遺跡解説看板の実地調査を行い、その特徴と傾向や項目ごとの分
析を通して解説看板のより良い情報発信のありかたについての検討を行った。その結果、現状の解説
看板には様々な形で利点と制約の二面性が存在することと、そうした状況下でより良い情報発信に向
けた今後の展望を明らかにした。 
 
図１ 百舌鳥古墳群土師ニサンザイ古墳解説看板 
図２ 古市古墳群（羽曳野市）墓山古墳解説看板 
図３ チェックシート記入例（野中古墳）
